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WB 1:500-1:1000,ICC/IF 1:50-1:200,FC 1:50-1:100,IP 1:20-1:50

Calculated MW: 37 kDa; Observed MW: 37 kDa
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LIMS1; PINCH; PINCH1; LIM and senescent cell antigen-like-containing domain protein 1;
Particularly interesting new Cys-His protein 1; PINCH-1; Renal carcinoma antigen NY-REN-48
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	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、5つのLIMドメイン（二重ジンクフィンガー）を含むアダプタータンパク質です。このタンパク質は、接着斑に見られるインテグリン結合キナーゼとのLIMドメインを介した相互作用を通じて、インテグリンシグナル伝達に関与していると考えられます。また、インテグリン結合キナーゼと、成長因子受容体キナーゼシグナル伝達経路に関与するNCKアダプタータンパク質2を繋ぐ橋渡しとして機能すると考えられています。伸展細胞の末梢に局在することから、このタンパク質はインテグリンを介した細胞接着または伸展に関与している可能性が示唆されます。この遺伝子には、異なるアイソフォームをコードする複数の転写バリアントが見出されています。
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	PINCH 抗体を使用した Hela 溶解物中の PINCH の免疫沈降分析。
	

	PINCH（3C12）抗体を用いたC6、Jurkat、K562、3T3およびHelaライセート中のPINCH（3C12）のウェスタンブロット分析
	

	PINCH (3C12) 抗体 (緑) と DAPI (青) を使用した HepG2 細胞における PINCH (3C12) の免疫蛍光分析。
	

	PINCH 抗体 (青) とネガティブコントロール (赤) で染色した Hela のフローサイトメトリー分析。

